教職員のために
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子どもの生活の充実と活性化を図るためには、学校の教育活動にボランティアの協力を得て、地域の教育資源や学習環境を一層活用していくことが必要です。
また、生涯学習社会を実現するためには、学習機会の提供や学校施設の開放など学校をより開かれたものにするとともに、学校をボランティア活動の場として充実させていくことが必要です。

学校でボランティア活動をしてもらうと、学校に負担が増えるとばかり考えがちですが、ボランティアの活動は子どもの育ちを高め、学校の活性化につながります。
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地域の方との交流で、思いやりの心や感謝の心がはぐくまれます。ボランティアの専門的な知識・体験に触れ、学習意欲が高まります。地域の一員としての自覚が促されます。
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社会参加活動の場が得られ、生きがいや自己実現につながります。また、地域社会の活性化につながります。
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総合的な学習の時間など、地域学習の場面でアドバイスを受けたり、協力したりしてもらえます。学校や子どもの実態を地域の人に理解してもらえ、地域の問題として、共に考え、行動してもらえます。
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[image: image9.wmf]　・地域素材を使って、子どもの学習理解を深めたい。
　・ドリルの丸付けを効果的に進めたい。

　・校外学習で、引率を手伝ってくれるスタッフがほしい。

　・学校の図書室を夏休みに開くサポートがほしい。

・学習に遅れのある子や障害のある子のそばで支援してほしい。

[image: image10.wmf]　　　そんなときこそ、ボランティアをお願いしましょう。

[image: image11.wmf]
　ボランティア名簿はコーディネーターが管理していますので相談してみましょう。

　ボランティアは仕事を持っている人もいるので、参加には休みを取る必要が生じるかもしれません。事前に準備する必要もあります。活動依頼はできるだけ早くしましょう。
　同時に、事前打ち合わせの日時を確認しましょう。直接会えない場合にはＦＡＸや電話・電子メールを活用しましょう。
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①ボランティアの気持ちを大切にしましょう

　ボランティアは「教職員」との距離感を測ることに悩んでいます。ともに子どもを育てる関係者として、パートナーシップを築きましょう。

　ボランティアの考えを尊重し、「思い」や「やる気」を引き出しましょう。例えば、一緒に活動案を作れば、双方の思いが活かされた活動になります。


②連絡を密にしましょう

　初めて活動をするボランティアは不安でいっぱいです。

準備や当日の役割分担（学習のねらい、当日の流れ、活動場所、学校支援ボランティアの活動内容（どこで、何を、どんなふうに、何分くらい））をしっかり打ち合わせましょう。

③ボランティアを全教職員で気持ちよく迎えましょう。

　ボランティアにとって、職員室は気軽に出入りできるところとは限りません。ときに、先生の視線を受け、気持ちが後退してしまうことも･･‥。

そんなとき、あいさつで声をかけられると心がほぐれます。一緒にお茶を飲んだりしながら、積極的に話しかけてください。スムーズな活動につながるはずです。
また、朝の打ち合わせでボランティアの来校を伝えるなど、教職員間の共通理解を図ることが大切です。

④子どもにも事前に説明しておきましょう

ボランティアが何のために来校しているのか伝えることで、学校が地域の方に支えられていることが分かってきます。

　　

⑤子どもとともにボランティアから学びましょう

　ボランティアも先生や子どもと一緒に学んでいます。ボランティアの持つ多くの知識や経験を学びましょう。

①研修をしましょう

　　活動内容やルール等についてボランティアと研修を行いましょう。
②担当者を決めましょう

　　誰と連絡をとればよいか分からないと、ボランティアは困ってしまいます。

③学校が必要とする支援内容を明確に伝えましょう
　いつ、何を、どのように支援してほしいのか、具体的に伝えましょう。ボランティアを通して、地域からの情報も入ってくるようになります。

④学校行事へ招待しましょう

⑤施設設備・教材を見てもらいましょう

⑥学校の情報を提供しましょう

　　（例）　学校の経営計画や学年目標、学級目標、各学級担任、校務分掌

⑦ボランティア掲示板を置きましょう

　　ボランティアの写真を貼って子どもや先生に分かるように。
⑧ボランティアの居場所を用意しましょう。

　　活動の準備（着替えを含む）や後片付け、情報交換のできる「ボランティアルーム」が用意できなくても、レイアウトを工夫して一角に机・椅子を置くことはできませんか。

⑨ボランティア用の名札・リボンを用意しましょう
⑩保険の加入を確認しましょう


①活動を振り返りましょう

　　次の活動につなげるため、成果や課題をボランティアと話し合いましょう。

　　また、教職員の共通理解を図るため、話し合いの記録を残しましょう。

②活動に対するアドバイスをしましょう

　　ボランティアは活動を通じて自分も学び、向上したいと考えて参加しています。
ですから、今後に生かせるようなアドバイスや感想を聞きたいと思っています。
よかったこと、気づいたことを伝えましょう。

③近隣の学校と情報交換をしましょう
　　
【参考文献】

　秋田県教育委員会

　「学校支援地域本部事業　実践ハンドブック」

　茨城県学校支援地域本部運営協議会

　「学校支援地域本部　ハンドブック」

　滋賀県教育委員会

　「さあ、はじめよう！　学校支援ボランティア」
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ボランティアを迎えるにあたって
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次の活動に向けて
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